
○　一般枠

1
継
続
3

ヘルスツーリズム「森
活（もりかつ）」実証事
業

南会津ヘルスツー
リズム推進協議会
（南会津町）

　近年、社会的に需要の高い「健康」をテーマに地域資
源を活かした新たな観光コンテンツを開発し、南会津なら
ではの「ヘルスツーリズム」を構築することで、観光誘客
や地域活性化を図る。

R5.4.3～R6.3.29

2
継
続
3

木の里南会津・交流
活性プロジェクト

會津田島太鼓「白
鼓（びゃっこ）」
（南会津町）

　急速な人口減少・少子高齢化が課題である南会津町
において、地域活性化を図るため、地域の伝統文化であ
る和太鼓や各種webコンテンツを活用して、伝統文化や
産業等の魅力を地域外に発信し観光誘客を図るととも
に、和太鼓を通した若者同士の交流による関係・交流人
口の拡大を図る。

R5.4.3～R6.3.29
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続
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生業創出をめざすむ
らと都市の共生戦略ｰ
コロナ後の生活様式
変革を見据えてｰ

針生「むらの底力」
協議会
（南会津町）

　コロナ禍により地方や山村への関心が高まり再評価さ
れる中で、南会津町針生区の耕作放棄地や放置森林の
価値を見直し活用することで、生活様式変革に即した生
業と観光資源創出を図る。

R5.4.3～R6.3.29
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続
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只見米を活用した地
域活性化事業

只見米ブランド協
議会
（只見町）

　只見町産米のおいしさを町内外に発信するイベントを
只見駅前広場で開催し、地域活性化及び地産地消の意
識向上を図る。また、高校生や役場職員と只見町産米を
活用した地域振興等に関する意見交換会を実施する。

R5.6.1～R6.2.28

5
新
規

しもごろーカードを利
用した新しい軽トラ市

下郷町商工会
（下郷町）

　人口減少や少子高齢化の進行により、町のインフラで
ある商店街等の機能低下が課題となっている下郷町に
おいて、商工会と町が連携して実施するポイントカードシ
ステム「しもごろーカード」を活用した軽トラ市及び加盟店
ポイントラリーを開催し、商店街機能の維持及び地域活
力の向上を図る。

R5.4.3～R6.2.28

6
新
規

大学生サミット２０２４in
南会津

森林の里応援団
（只見町）

　人口減少・少子高齢化や交流人口の減少が課題となっ
ている南会津地域の地域活性化を図るため、大学生と連
携して、現地調査、先進地視察、ワークショップ等を通し
た地域課題の掘り起こしやその解決に向けた方策を検討
する。

R5.4.3～R6.3.29

○　市町村枠
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下郷町新たな観光資
源発掘・強化事業

下郷町

　震災や新型感染症の影響により減少した観光客入込
数の回復を目的として、観光トレッキングルートの開発や
観光地のライトアップを実施する。また、観光プロモーショ
ンビデオを作成・配信し、町の知名度向上を図る。

R5.4.3～R6.3.29

2
継
続
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マイクロツーリズム推
進事業

檜枝岐村

　新型感染症の影響により落ち込んだ観光客入込数の
回復を目的として、「新しい生活様式」に沿った「マイクロ
ツーリズム」を推進するため、県内・隣県などの近隣エリア
への広告配信や、アウトドアショップへのブース出展を実
施する。

R5.4.3～R6.3.29

3
継
続
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八十里越交流事業 南会津町

　都市間交流や商工業・観光業の衰退が課題となってい
る南会津町において、令和８年開通予定の国道２８９号
「八十里越道路」をテーマとした新潟県三条市との交流
事業を展開し、交流の発展や事業者間の連携強化を図
る。

R5.4.3～R6.2.29
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4
新
規

ココロもカラダもスッキ
リ健康事業

檜枝岐村

　ストレスを感じている村民が増加傾向にある中、運動に
よるストレスの発散の仕方やマインドフルネスの考え方に
基づくストレスの制御の仕方の学習に加え、ウォーキング
の講師による講演会を開き、日課としての運動の定着を
促進することで、ストレスの解消をメインとした心身の健康
維持増進を図る。

R5.4.3～R6.3.29

5
新
規

「自然首都・只見」モン
ベルと連携したエコ
ツーリズム推進事業

只見町

　只見町では「自然首都・只見」を宣言し、豊かな自然を
軸とした誘客促進を目指しているが、自然を活かしたアク
ティビティのガイド不足や高齢化が課題となっている。そ
こで、町と包括連携協定を結ぶ(株)モンベルとの連携の
もと、町内のアクティビティを周遊できるルートマップの作
成や、ガイド養成を実施する。

R5.5.1～R6.3.29

6
新
規

チームビルディング
ツーリズム事業

南会津町

　震災や新型感染症の影響により観光客が減少している
南会津町において、新たな施策として地域資源を活用し
た「企業研修」を誘致することで、交流・関係人口の創出
を図る。また、将来的には企業研修に参加した企業と町
内事業者の新たなつながりから、販路拡大や共同事業
の開発等も視野に入れる。

R5.4.3～R6.3.31

○　過疎・中山間地域活性化枠「集落等活性化事業」

1
継
続
３

大内宿茶会 大内区（下郷町）

　東日本大震災や新型感染症の影響による観光客数の
減少が課題となっている大内宿において、近年注目され
ている体験型観光に対応したイベント「大内宿茶会」を開
催し、観光誘客の促進や地域の賑わい創出を図る。

R5.4.3～R5.12.31

2
新
規

みんなで心豊かに、
安心して住み続けら
れる集落（むら）づくり
事業

布沢区（只見町）

　人口減少と地域経済の衰退が課題になっている布沢
区において、地域資源を活かした生業おこしを図るた
め、「地域資源加工所」及び地区産農産物等を活用した
「レストラン」の立ち上げ・運営を行う。また、二地域居住
者・移住人口の増加を図るため、山村の暮らしを体験で
きる施設の運営を行う。

R5.4.3～R6.3.31

3
新
規

「なかあらい大地を育
む会活動組織設立１０
周年記念誌」発刊事
業

なかあらい大地を
育む会活動組織
（南会津町）

　人口減少・少子高齢化が急速に進展する中荒井区に
おいて、地域のこれまでの活動の記録を後世に継承して
いき、地域の持続的発展を図るため記念誌を作成し、情
報発信を行う。

R5.5.1～R5.10.31

○過疎・中山間地域活性化枠「収益事業（スタートアップ支援事業）

1
新
規

ヒツジ等で里山づくり
＆地域活性化事業

只見里山づくり協
議会
（只見町）

　只見町はR4.10.1に全線で運転を再開したＪＲ只見線の
沿線地域であり、観光誘客の促進が期待されているが、
沿線には耕作放棄地が広がり、景観を損なっている。そ
こで、ヒツジによる景観整備を実施するとともに、小学校と
連携した動物とのふれあい事業を実施し、児童の動物愛
護精神の醸成に寄与する。

R5.4.３～R6.3.２９
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